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▼現在、 建築後 30 年以上の施設が、 約 6 割となっています。
10 年後には、 約 8 割が建築後 30 年以上になります。

実行計画の策定（2015 年～ 2016 年）

・ �基本計画で整理された施設分類別の課題や方向性、

市民ニーズなどを包括的に整理し、 計画を策定します。

基本計画の周知・ 地域懇談会などの開催（2015 年）

・ 広報誌や市ホームページなどにより、 計画の周知を図ります。

・ 地域ごとの懇談会を開催し、 実行計画の策定に反映します。

基本計画の見直し（2024 年）

・2025 年からの 10 年間（第 2 期）に向けて、

基本計画の見直しを行います。

実行計画の取り組み推進（2016 年～）

・ 策定された実行計画について。 取り組みを進め、

公共施設等マネジメントを推進します。

既存の施設関連計画などの総合調整

各施設の計画などの調整を行い方向性の統一

を図り、 実行計画の円滑な推進を目指します。

公共施設等は耐用年数が長期であるため、 中長期的

な視点から取り組みを進めることが重要です。

この公共施設等マネジメント計画（基本計画）は、 これか

ら 30 年間を見通し、 基本的な方向性をまとめた「総論」と

なる計画で、 今後の当面 10 年間の

工程を基本計画（第 Ⅰ 期）ロードマップ

のとおり予定し、 具体的な「各論」と

なる実行計画を策

定し、 取り組みを進

めていきます。
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公共施設等マネジメント計画　基本方針　2015 ～ 2044

今後 30 年を見通した「基本理念」 「基本方針」に基づき、

分野別 ・ 地域別の視点で具体的な「実行計画」を策定し、 取り組みを進めます。
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公共施設やインフラ施設は、 市民の財産です。 今回の基本計画の策定

にあたって、 市民の皆さんにアンケート調査などにご協力をいただきました。

今後も、 より多くの市民の皆さんに関心を持っていただき、 この問題に対

応していくため、 市が保有する公共施設やインフラ施設の現状について、

より理解を深めていただけるような取り組みから始めていきます。

　　　　　　　　実行計画の策定に向けた
今年度の取り組み

地域ごとの懇談会を計画しています

そのため、 まずは中学校区を単位として「地域懇談会」を開催し、

公共施設などの現状の説明を行うとともに、 今後の議論の進め方

についても、 市民のみなさんと話し合いをしていきます。 また、 学

校統合の状況など地域によって実情が異なるため、 地域別の視点

も取り入れた議論を行い、 具体的な実行計画を策定していく予定

です。

この地域懇談会の日程については、 決まりしだい広報誌やホーム

ページ、 各施設への案内掲示などでお知らせいたします。

▼ �市の人口は、 今後 25 年間で約1 万人減少する見込み。 �20 年後（2035 年）の人口は、
40 年前（1975 年）と同程度です。 （出所 ； 国立社会保障 ・ 人口問題研究所、 国勢調査）
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公共施設等マネジメント計画の体系
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